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　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　約
　本研究の目的は、人と人との親密な関係の樹立にとって重要な役割を果たす、自己開示
と身体接触の対人的法則性をさぐることであった。自己開示については、多くの研究が過
去になされてきたが、身体接触については組織的で継続的な研究が少なかった。そこで日
本における若者にアンケート調査して、身体接触相手と身体接触部位との関係性とその法
則性、身体接触の快不快の問題、身体接触と自己開示の関係、自己開示や身体接触の男女
比較などの問題をとりあげた。3つのアンケート調査のデータの分析の結果、接触相手の
タイプと身体接触部位とには厳密な法則性があり、男女の間には自己開示や身体接触の対
人的アプローチに大きな差異があることが判明した。
キーワード：ふれあい、身体接触、自己開示、対人的アプローチ、男女比較
問　題：
　「ふれあい」という言葉は、現代の日本人が好
む言葉である。科学技術の進歩や、生活の近代化
や都市化と、人と人との関係が希薄になりつつあ
る現代、人々は、家族や友人関係、職場や趣味の
人間関係に、「ふれあい」というキーワードを使っ
て「親密な関係」を取り戻そうとしていると見る
ことができるであろう。
　社会心理学では、人と人とが親密になっていく
時に、単なる言語的コミュニケーションだけでな
く、対面状況における人と人とのつきあいにおけ
る、「非言語的コミュニケーション」を重視して
いる。人と人との親密化過程においての「自己開
示」や「身体接触」は、親密化を促進する上で大
きな役割を果たしていることが多くの研究から分
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かってきている。「ふれあい」という言葉は、字
義的には対人関係における身体の接触を意味する
言葉からできているが、通常は「親密な対人関係」
とか「こころのふれあい」を意味している。そう
考えると、「ふれあい」を構成しているものが、
社会心理学で言うところの、「身体接触」や「自
己開示」であり、その目的としているものは、「親
密な人間関係」というふうに位置づけることがで
きるであろう。
　本研究は、いくつかのアンケート調査により、
日本人における「身体接触」と「自己開示」といっ
たものの実体を調査分析するために企画された。
日本では「ふれあい」というものを求めている一
方で、その本来の意味あいでの「身体接触」につ
いては、アンビバレント（両価値的）な態度を人々
は、もっているようである。というのも、日本を
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含めたアジア文化圏では、欧米文化圏に比較して、
人と人との親密さを表現する手段として「身体接
触」を回避する傾向が強いのではないだろうか。
欧米文化では、親しい関係の家族や友人などが、
抱擁（バグ）したり、性的な意味ではなく親密な
意味で相手の顔などにキスをしたりすることが観
察されているが、日本では、そうした行為は、恋
人や夫婦などの最も親密な異性関係においてする
ものという認識が高い。さらに、友人、親友、家
族といった親密な関係においてさえ、「身体接触」
はしないというのが文化の特徴のように思われ
る。それは、たぶん「身体接触」を「親密な意味
での接触」というよりも「性的な意味での接触」
と意味づける文化的特徴からきているのであろ
う。
　　　　　　　　　研究1
方　法：
　身体接触の実態を、「接触する相手のタイプ」、
「接触する身体部位」さらに、その接触の性質が「親
密接触」か「性的接触」を区別してアンケート調
査することにした。
　調査対象者は、首都圏の女子大学生で年齢18～
20歳の60人である。授業の一部の時間を使っての
集合形式のアンケート調査を行った。人間の身体
の部位にアルファベットをつけた図表を示して、
日常の対人関係において、相手の身体のどの部分
に触れたり、触れられたりするかを答えさせた。
また、身体接触の快不快の度合いや、身体接触の
理由なども質問した。相手のタイプは、①父親
②母親③同性友人④異性友人⑤恋人　の5
タイプであった。
結果と考察：
1－1　身体接触相手と身体接触部位との対応関
　　　　係：
表1．身体接触相手と身体接触部位との対応関係
父親 1 2 3 4 5
相手から 頭
?
手 下腕
自分から
? ?
下腕 上腕
母親 1 2 3 4 5
相手から
?
頭
?
下腕 顔
自分から
?
下腕 上腕
?
同性友人 1 2 3 4 5
相手から
?
下腕 上腕
? ?
自分から
?
下腕 上腕
? ?
異性友人 1 2 3 4 5
相手から
?
下腕 上腕
?
頭
自分から 下腕 上腕
? ?
頭
恋人 1 2 3 4 5
相手から
? ?
頭
? ?
自分から
? ?
頭 下腕 上腕
　上の結果からまず分かることは、身体領域が相
手との親密さとの関係からおよそ、3領域に分か
られるということである。手、下腕、上腕、肩と
いう領域は、友人や家族に共通して接触・被接触
経験の多い部位で、これを①「i腿」と
名付けよう。それに対して、頭、顔という領域は、
家族で少し接触され、恋人になって頻繁に接触さ
れたり、したりする身体部位で、これを②「虫位
親密領域」と名付けよう。上の表にはないが、そ
の他の身体部位である、首、胸、腹、腰、股など
の部位は、相手が恋人である場合にのみ接触され
る部位であり、これらの部位は性的な意味合いも
強いので③「極親密領域」と名付けよう。②の部
位は、かなり親密にならないと接触をしたり、さ
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れたりしない身体領域であろう。また③は、恋人
のみに許された性的意味合いの強い性的接触領域
であると位置づけることができるであろう。①の
手から肩までの「初期親密領域」は、友人までの
間柄で身体接触が「親密表現」として見られる身
体部位であろうと推察される。
1－2　身体接触の快不快
　相手からの親密な意味での身体接触や、性的意
味での身体接触をどう感じるかを訊いた身体接触
の快不快についての結果は、以下のとおりである。
　　　　　表2．親密身体接触の快不快
（値の範囲は、＋10～－10で、　＋は快、一は不快を示す。）
恋人 同性友人 母親 異性友人 父親
受動接触 6 一1 一2 一2 一6
能動接触 5 一2 一2 一3 一6
　上の結果は、親密な意味で相手からさわられた
り（受動接触）、さわったりすること（能動接触）
の心理的快不快の結果であるが、日本の若い女性
の場合、恋人との身体接触は快適と認知されてい
るが、それ以外の親しい関係においては、すべて
マイナスの値、すなわち、「不快」であると認知
されている点が注目される。同性友人、母親、異
性友人の値は、0すなわち、快でも不快でもない
値に近いが、マイナスの不快領域に平均値がある。
肉親である自分の父親との身体接触に至っては、
はっきり不快領域に入っている。
である。女性は、恋人と異性友人とを、はっきり
別のものと峻別していることが示唆される。
1－3　身体接触の理由
　相手タイプ別に身体接触の理由について典型的
な理由を選択させたところ、
父親：頼み事のため
同性友人、異性友人：仲良くなりたいため、頼み
　事のため
恋人：愛情から、自分が寂しい時、
　というのが、頻度の高かった選択であった。
表3．性的身体接触の快不快
恋人 異性友人
受動接触 4 一7
能動接触 3 一6
　表3は、性的な意味での身体接触の快不快を恋
人と、異性友人に質問した結果の平均値であるが、
若い女性の場合、恋人との性的身体接触は、快的
な経験として認知されているようであるが、異性
友人では、はっきり「不快」と認知されているの
一61一
川名　好裕：対人関係における身体接触の位置づけ
1－4　自己開示と身体接触
図1．自己開示の相手とその度合い
自己開示度
　平均値
?????????
?? ?? ?????? ????
　上のグラフでとおり、自分のこころのうちを打
ち明ける自己開示は、その多い順でいくと、同性
友人（女性同士）、恋人、異性友人、母親、父親
の順である。自己開示の度合いと、身体接触の度
合いとの間には、おおよそ相関関係があると言え
るが、自己開示の最も多い相手は、もっとも身体
接触の多い恋人ではなく、同性友人とのあいだで
あることが注目される。そのことは、日本文化で
は、身体接触は恋人以外とあまりしないというこ
とから見て、親密接触という性質より性的接触と
して位置づけられているのではないかと推察され
る。
　　　　　　　　　研究2
目　的：
研究1を発展させて以下のような改良点を加え
て研究2が企画された。
質問アンケートの追加点：家族では、父親と母親
　の他に姉妹、兄弟を加えた。また、知り合い、
　知らない人を加えた。身体部位については、身
　体の前面の部位名に追加して、身体の背面の背
　中、尻を追加した。
方　法：
アンケート対象者、18～20歳の女子大生、60人。
身　接触の相手9タイプ
家族（1．母親　2．父親　3．姉妹　4．兄弟）
親しい相手（5．恋人　6．異性友人　7．同性友人）
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　その他（8．知り合い、9．知らない人）
2btsnttw
　a．頭b．顔c．首d．肩e．胸f腹g．腰
　h．股i．膝j．脛k。足L上腕m．下腕
　n．手　α背中　p．尻
　アンケート質問項目としては、各相手タイプ別
に相手の身体のどの部位に自分から触ったり、相
手から触られたりするかを複数回答させた。その
他の質問項目としては、相手タイプ別の自己開示
度、相手タイプ別の親密身体接触傾向と性的身体
接触傾向、それらの身体接触から受ける快不快感
の度合いなどである。
結果と考察：
2－1　相手タイプ別の身体接触の頻度
　アンケートデータの分析の結果、相手タイプの
うち、同性友人と母親、姉妹は同じような身体接
触パターンであったので、これらは、「同性親密者」
と名付けた。同じく異性友人と父親、異性兄弟は、
同じような身体接触パターンであったので、「異
性親密者」と名付けた。9つの相手タイプは、身
体接触の度合いから似たもの同士をまとめると、
結局、次の5つの相手タイプカテゴリーであるこ
とが判明した。表4に5つの相手タイプカテゴ
リーとそれらの相手からの、相手への接触率を示
す。
表4．身体接触率（相手タイプ別）
相手のタイプ 相手から 自分から
1．恋人 53％ 47％
2．同性親密者 29％ 28％
3．異性親密者 17％ 19％
4．知り合い 10％ 12％
5．知らない人 5％ 4％
　表4を見てもお分かりのように、自分から相手
への身体接触率と、相手から自分への身体接触率
では、有意な差は見られない。これは、自分と相
手との問に身体接触率に関して、同じような接触
の仕方をする返報性の規範が働いているからだと
思われる。恋人との間でおよそ50％、同性友人、
同性姉妹、母親などの「同性親密者」との間でお
よそ30％、異性友人、異性兄弟、父親などの「異
性親密者」との間でおよそ20％、知り合い程度の
相手との間でおよそ10％、そして知らない人との
間でおよそ5％と、相手との関係が親密から疎遠
になるに従って、およそ、負の等差数列的に身体
接触率が減少してゆくのがわかる。これは、身体
接触率が相手との対人的親密度と密接に関連して
いる証拠と言えよう。
2－2　身体接触相手と身体接触部位との対応関
　係
　身体接触は、相手のタイプが変われば、その身
体接触率だけでなく、身体接触部位も変化してゆ
く。研究1では、相手との親密度が深まることに
よって、手、腕、肩の「初期親密領域」から、頭、
顔、首などの「中位親密領域」、さらには胸、腹、
腰、股などの「極親密領域」に接触が許されるこ
とが示唆されていた。研究2では、この身体接触
相手と身体接触部位との関係をさらに綿密に分析
してみた。表5は、身体接触の各相手タイプに固
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有に身体接触率が20％以上となった身体部位を示
したものである。相手タイプは下から上に行くに
従って、より親密になるので、より親密でない相
手タイプに身体接触が許されていた部位は、当然、
より親密な相手にも接触が許されているが、そう
した部位は省略してある。たとえば、「手」は、
知り合いで20％以上の接触率があるが、その上の
異性親密者にも当然、20％以上の接触率があるが、
異性親密者に固有の部位ではないので省略してい
る。また、顔や首、頭などは、同性親密者や異性
親密者で20％以上になるが、恋人ではこれらの部
位は、かなり高い接触率があるが、恋人固有の部
位ではないので、恋人の欄には省略されている。
表5．相手タイプ別身体接触部位（20％以上）
相手のタイプ 20％以上の身体接触率部位
1。恋人 胸、股 腰、尻 その他全身
2．同性近親者 足 脛
3．同性親密者
?
首
4．異性親密者 上腕 下腕 頭
5．知り合い
?
6．知らない人
?
背中
　最も疎遠な相手である「知らない人」が接触で
きる身体部位は、肩と背中のようである。知らな
い人は、普通、身体接触をしてこないが、後ろか
ら相手に用事などがあって、相手とコミュニケー
ションする必要があるとき、肩や背中を叩いて相
手の注意を喚起する状況は、日常観察されており、
自然な身体接触と言えるであろう。
　「知り合い」との身体接触の始まりは、「手」で
ある。握手などを通して相手と知り合いになるの
は、仕事関係でも自然な身体接触である。「異性
親密者」になると、手から腕、さらには頭などの
部位を触ったりすることが許されるようである。
しかし、顔や首などの部位となると、母親、女性
友人、姉妹など女性の「同性親密者」にならない
と、接触は許されないようである。脚の膝から下
の脛や足の部分は、姉妹や母親などの同性近親者
でないと身体接触がないようである。家の中で一
緒に生活するうちに相手の膝や脛、足などに接触
するのは、同性の家族以外には考えにくいようで
ある。さて、相手が「恋人」となると最も親密な
相手であり、胸、股、腰、尻など性的意味合いの
強い身体部位となるので「恋人」にしか身体接触
を許さないのは納得できる。恋人はそれらの性的
部位の他、全身部位に身体接触を許されているよ
うである。接触を許される身体部位が相手のタイ
プによって厳密に弁別されているのが、これらの
結果から確証できるであろう。
2－3　保守的対人アプローチと冒険的対人アプ
　ローチ
　研究2では、身体接触の仕方や自己開示の仕方
において、主成分分析の結果、2つの別の主成分
が区別された。相手との関係がより親密になって
初めて、、親密な身体接触をしたり、親密な自己開
示をしたりする「保守的対人アプローチ」という
ような傾向と、親密でない相手であってもより、
直接的な身体接触や自己開示をする「冒険的対人
アプローチ」の傾向である。この2つの傾向がど
のようなものであるかは、次の研究3の身体接触
の男女比較によって、理解されるであろう。
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　　　　　　　　　研究3
方　法：
　アンケート調査対象者は、18～22歳の首都圏大
学生170人（男性81人、女性89人）であった。自
己開示と身体接触についてアンケート質問によっ
て、男女比較が行われた。
結果と考察：
3－1　相手から触られて嬉しい身体部位
　アンケートの中で、相手から触られて嬉しい身
体部位について質問しているが、知らない人から
親しさが増す関係になるにつれて、肩→背中→腕
→手と部分が移動していき、友人や恋人などの関
係になると、「手」がもっとも触られて嬉しい部
分となっている。親密接触を表現する最も適切な
場所が、「手」への接触と認知されているようで
ある。男女で「手」への接触をうれしいと感じる％
を表にしたのが、表6である。
表6．手を触られて嬉しいとする％
恋人 異性友人 同性友人
男性 48％ 30％ 11％
女性 61％ 17％ 20％
　「手」に限らず、男性と女性で身体への接触の
快不快を比較すると、ある重要な男女の差異の特
徴が見えてくる。表6を見ても分かるように、男
性は異性である恋人や異性の友人から手を触られ
ることをうれしいと感じるが、同性である男同士
から触られることは、あまり好まれていないよう
である。それに対して、女性は、最も手を触られ
て嬉しい相手は「恋人」だけであり、異性友人と
なると同性友人から触られることより、好まれて
ないようである。男性が恋人と異性友人を同じよ
うなものと認知しているようであるのに対して、
女性は、恋人と異性友人とをはっきりと区別して、
恋人には多くの身体接触を望むが異性友人には身
体接触を望まない傾向が非常に強いようである。
　もう一つの男女の違いの特徴は、異性関係にお
いて男性は「性的身体接触」に関心が高いが、女
性は「親密的身体接触」に関心が高いという点で
ある。性に対する態度を調べた結果を分析すると、
男性の方が女性より「性愛好的態度」および、「性
自由的態度」が高いのに対して、女性は男性より
「性嫌悪的態度」および「性保守的態度」の方向
に態度があるようである。男性が「性」へのこだ
わりが強く、女性が「愛」へのこだわりが強い傾
向は、男女の大きな特徴の違いである。
3－2　冒険的アプローチと保守的アプローチ
　アンケート質問項目の中の「自己開示」に関す
る項目を因子分析した結果、自己開示を知らない
相手や親しさがそれほど確定してない相手にする
という「冒険的自己開示」因子と、親密さの確定
した家族や同性友人などとか、長期的なつきあい
を前提にした恋人などの好きな相手に自己開示す
るという「保守的自己開示」因子とがあることが
分かった。
　また、身体的接触の仕方においても、親密さに
関係なく対人戦略的に親密接触をしたり、性的接
触をしたりする「冒険的身体接触」因子と、恋人
など長期的なつきあいの相手にのみ親密接触や性
的身体接触をゆるす「保守的身体接触」因子とが
あることが判明した。
　これらの因子得点を男女で比較してみると、男
性の方が女性より「冒険的自己開示」や「冒険的
身体接触」の傾向が有意に高いこと、それに対し
て女性は男性より「保守的自己開示」や「保守的
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身体接触」の傾向が有意に高いことが分析の結果
から分かった。
　女性は、相手との親密さに応じて、身体接触や
自己開示をする「保守的対人アプローチ」をする
のに対して、男性は、冒険的に短期的にでも気に
入った相手に身体接触や自己開示をして親密さを
確立しようとする「冒険的対人アプローチ」をす
る傾向が強いようである。こうした男女の対人ア
プローチの違いが、男女のつきあいにおいて、葛
藤やさまざまな問題を引き起こすのであろうと考
えられよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　　The　purpose　of　this　research　is　looking　f（）r　the　interpersonal　laws　of　self－disclosure　and
body　touch　that　play　the　important　role　in　the　establishment　of　the　intimate　personal
relationship．　A　lot　of　research　of　se且f・disclosure　have　been　done，　but　the　little　of　the　research
of　body　touch　have　been　done　systematically　and　continuously　in　Japan．　Questionnaire
research　have　been　done　to　clarify　the　laws　and　the　relationships　between　the　targets　of　body
touch　and　the　body　touch　parts，　the　hedonic　relevance　of　the　body　touch，　the　relationship
between　the　self－disclosure　and　the　body　touch，　and　the　sex　difference　of　the　self－disclosure
and　body　touch　preference．　The　ana且ysis　of　three　studies　showed　that　there　are　strict　laws
between　the　targets　of　body　touch　and　the　parts　of　the　body　touch，　and　big　differences
between　men　and　women　in　terms　of　interpersonal　approaches．
Key　words：intimate　contact，　body　touch，　self－disclosure，　interpersonal　approach，
　　　　　　　　sex＿difference
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